
2019 年度 ヨコハマバスケットボール協会 総会 補足資料 

【報告事項】P1～7 

１）2019 年度 事業報告 

（２）総務 

  ・2019 年度は会議の効率化を図るために委員長会議のメール会議を実施、また 3/6 の理事会に関 

しては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、メール会議を実施しました。 

（３）競技 

・2019 年度の一般, U-12, U-15, U-18, 各パートの競技成績となります。3/1 に予定しており 

ました３X3 大会については、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止としました。 

（４）審判 

  ・パート別研修会、公認審判員対象講習会・研修会、希望者研修会、T・O 講習会は総会資料通りです。 

（５）強化技術 

  ・3 月に開催予定でした、高校強化チーム練習会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とさせてい

ただきました。また、コンディショニング講習会は、講師との調整がつかず中止とさせていただきました。 

（６）渉外 

  ・2019 年度は W リーグの横浜地区開催があり、県協会特別観戦チケットの販売に協力しました。 

 

【審議事項】P8～15 

１）2019 年度 決算 

【収入の部】 

・県協会からの分配金は例年通りの支給額。チーム JBA 個人登録の分配金が 828,000 円支給されました。 

・横浜市体育協会から横浜文化体育館で行われているバスケットボール教室の運営費が前年度分と合わせて 

振り込まれたため予算より多めに支給されています。 

・W リーグ開催協力金として、208,250 円の収入がありました。これは 2019 年 10 月 26 日に行われた 

 W リーグの横浜協会を通じて販売されたチケット総売上の 50％がバックされたものです。 

・強化事業受益者負担として 307,200 円の収入が計上されました。今年度から保険料と一部の講習会の受講 

料を受益者負担しています。 

【支出の部】 

・各委員会の適正運営・改善努力により、ほぼ予算通りに執行することができました。 

・審判講習会費について昨年度より予算を減少し、縮減に努めてきたが予算超過してしまいました。次年度よ

り受益者負担を行うことと合わせ、適正化を図っていきます。 

・強化費について予算超過しているが、受益者負担分収入との差し引きでみると昨年度支出額より減少してい 

ます。次年度予算には適正な金額を計上していきます。 

２）2020 年度 事業計画 

（１）総務 

  ・2020 年度の協会登録および横浜市民大会の参加申込については、新型コロナウイルス感染拡大防止の対 

策等により、今後流れが変更になる可能性があります。その際は下記の横浜市体育協会 HP に情報を掲載 

致します。横浜市体育協会 HP：http://www.yspc.or.jp/ysa/dantai/kyougi/basketball.htm 

各チームで責任をもってご確認をお願い致します。 

  ・横浜文化体育館の閉館に伴い、2020 年度のフェスティバルは横浜武道館・サブアリーナでの開催を予定 

しています。 



（２）競技 

・ 2020 年度も各パート前年度同様の大会を計画しております。 

・ 横浜市民体育大会も横浜市民スポーツ大会と名称を変えて、5 月からの開幕を予定しておりますが、新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため、横浜市スポーツ協会，神奈川県バスケットボール協会等の各団体

の指示の下、大会期間、規模、運営方法等の計画が変更となる可能性があります。横浜市体育協会 HP を

ご確認ください。また、LINE 等でも情報を発信していきます。 

・ 都市間交流スポーツ名古屋大会について、昨年度の市民大会成績をもとにチームを派遣する予定です。 

（３）審判 

  ・パート別研修会、公認審判員対象講習会・研修会、希望者研修会、T・O 講習会は 2019 年度と同様の計

画を立てています。JBA からの流れを受けて 2020 年度より公認審判員向け研修会で受益者負担を実施

したいと思います。 

（４）強化技術 

  ・2019 度県協会主催で行われていた中学育成事業は、2020 度横浜協会主催で実施していきたいと思い

ます。新規事業として「横浜地区合同ユース育成センター交流戦 2021」を実施します。U12・U13・

U14・U16 合同での交流戦事業です。本事業の実施に伴い、高校強化チーム練習会は終了とさせていた

だきます。 

（５）渉外 

  ・2020 年度は W リーグ横浜地区開催の予定はありません。資料に記載の内容で事業を展開していきます。 

３）2020 年度 予算 

【収入の部】 

・県協会からの分配金については本年度と同額を見込んでいます。 

・2020 年度から強化事業に加え、審判事業においても講習会・研修会などで受益者負担を実施予定です。 

【支出の部】 

・チーム JBA 登録料は前年度までにすでに支払実績があるが、項目として明文化しました。 

４）役員改選 

【山下輝明会長からの提案】 

 2019 年度をもって会長職を辞することと致します。在任期間中は皆様に大変お世話になりました。 

次期会長には「小島永三副会長」を推薦し、それ以外の人事に関しては次期会長に一任致します。 

上記を役員改選の提案としますので、ご審議の程宜しくお願い致します。 

 

尚、審議事項１）～４）に関しては、下記 Google フォームから議決の入力をお願い致します。 

（委任状提出チームは除く）    

Google フォーム URL：https://forms.gle/62xAi4uhg8YFMuSaA 

入力期日は 3 月 17 日（火）までとなっています。 

 

５．その他 

１）登録について 

２）市民大会について 

  2020 年度の横浜バスケットボール協会登録および横浜市民大会の参加については、総会通知に同封の手順 

にそってご対応ください。 

 

以 上 


